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 第1章岐阜県苗木地方は古くから著名な鉱物産地で,本地方産の鉱物については多数の研究が
 なされている。しかし,地質および鉱床にづハては柴田秀賢(1938b)による花崗岩翁よびペグマタ
 イトを中心とする研究,木下亀城(1937)による砂錫鉱床の研究があげられるのみで,まだその全
 容を総括した庵のはみられない。著者は1956年以降,本地方の鉱床学的研究を行ってきたが,萌木
 地方に諭ける一連の鉱化作用の機構と,特性をあきらかにするとともに,二・三の新しい事実を見
 燃したので以下に論述する。
 第2章苗木地方を構成する岩石は流紋岩類,花崗斑岩黒雲母花崗岩などの酸性火成岩類が大
 部分で,堆積岩類は古生層,中生顧,新第三紀膚,および現世堆積物が一部に分布するにすぎない。
 これら一連の酸性火成岩類は白亜紀末にむける領家帯外縁部の火成活動の一濃をなすもの鳩とく
 に最終段階に遜入した黒雲母花崗岩(苗木花崗岩)は各種鉱床の生成に密接な関係がある。この花
 崗岩体は3岩相を有し,それぞれ粗粒,斑状細粒状(苗木型)を呈する。苗木花崗岩体はもとも
 と揮鰻性成分に富む特徴をもつているが,ペグマタイトの分布密度の高い地点は数箇所に限られオ
 いる。
 苗木地方の主要な地質構造線は,押万一即,押獄一SE,1r-W系の3方向に発達する。とくに
 誘二者は大局的な地質構造を規制する大構造線と一致する。これに対し刃一W系は前二者の構造運
 動に関連しン副次的に形成された弱線群であるカ～本地方に分布ナる鉱床の形成にもっとも重要な
 場を与えて寄切鉱脈の方向もこの弱線系に規制されていることを見出した。
 第3章本地方に分布する鉱床を,鉱床区よめ地域的に狭まく,性格的に関連性が認められる鉱
 床群として3鉱化帯に分帯し,それぞれ恵比寿一遠が根鉱化帯,八百津鉱化帯,飯地鉱化帯と命名
 した。本章から第5章まで恵比寿一遠が根鉱化帯を取扱う。本鉱化帯は苗木花崗岩体を中心に典型
 的な鉱床の帯状配列が認められク内側から次の4帯に分帯した。1)ペグマタィトー晶線一漂砂鉱
 床帯2)錫一夕ングステソービスマス帯3)タングステンービスマスー砒素帯4)銅一亜鉛帯。
 第4童謡章の分帯に基づき,各帯の主要な鉱床の鉱床学的記載を行った。
 上苗木地区は苗木地方で最も著名な漂砂鉱床の一つである。調査は細かく測、点を設けて井戸掘り
 を行い得られた砂礫から重鉱物を選別して試料を採取し,鉱床学的検討を行った。この結果,漂砂
 鉱床と後背地のペグマタィトー晶線の性質との関係をあきらかにすることができる。
 恵比職福岡両鉱床はいずれも錫一夕ングステンービスマス鉱物を主とする鉱脈鉱床で,グラィ
 ゼン化作用を伴う。グラィゼンは3帯に分けられ,気成期から熱水期に移化する過程が観察され,
 さらに,恵比寿鉱床では鉱脈の末端が砒化鉱物(砒鉄鉱〉脈に,福岡鉱山では下部で緑泥石化珪
 化で代表される熱水性鉱脈の性格を帯びてくる傾向のあることをあきらかにした。
 遠が根鉱床は錫一夕ングステンーぐスマス鉱物を主とする鉱床群と塗貯一亜鉛鉱物を主とする鉱床
 群と地理的にも鉱床学的にも中間に位置する。他地方では産出稀な砒鉄鉱を主要鉱石鉱物とする特
 徴的な鉱脈よ多な動一(錫)一夕ングステシービスマス鉱物を鉱石鉱物として含有する鉱脈携硫
 砒鉄鉱磁硫鉄鉱黄銅鉱,閃亜鉛鉱方鉛鉱,黄鉄鉱などを主とする鉱脈に完全に移化するきわ
 めて特異な性格をもつ鉱床であることをあきらかにした。
 黒川鉱床は花崗岩体からもっとも離れた位置にある鉱床の一つである。この鉱床は主として含銅
 一緑泥石一石英脈からなり,黄銅鉱黄鉄鉱を主とし,一部に磁硫鉄鉱硫砒鉄鉱閃亜鉛鉱を混
 在する。一本鉱床の研究途上顕微鏡下で,錫石1黄錫鉱,輝蒼鉛鉱沿よぴ放射性白鉛鉱コフイ
 ン石(?〉『を発見した。
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 第5章本地方は多種の鉱物を産し,従来の研究資料も多いが,著者が行った実験結果を追加補
 遺するとともに,新たに発見した数種について記載した。取り扱った鉱物は次のと参りである。註
 1)モナズ石,2)恵那石1苗木石13)鉄マンガン重石,4)ビスマス鉱物,5)砒鉄鉱,6)
 黄錫鉱,7)コフイン石,8)黒川鉱山の放射能異常9)その他(黄玉,錫石,灰重石1磁鉄鉱
 硫砒鉄鉱磁硫鉄鉱閃亜鉛鉱螢石,燐灰石1柘榴石)
 ・註下線が本地方新産出鉱物
 次に顕微鏡下で観察された本地方産各種硫化鉱物の離溶共生組織について記載した。
 1)黄銅鉱一閃亜鉛鉱系,2)閃亜鉛鉱一黄銅鉱一磁硫鉄鉱系,3)閃亜鉛欽一黄銅鉱一黄錫鉱系,
 4)黄銅鉱一閃亜鉛鉱一輝蒼鉛鉱系。以上の諸系にみられた離溶共生組織は従来の諸実、験結果から
 比較的高温で生成されたと結論できる。
 次に閃亜鉛鉱,砒鉄鉱,磁硫鉄鉱,硫砒鉄鉱中の微量元素を検出し,その挙動について検討した。
 閃亜鉄鉱から検出された諸元素のうちもっとも特徴的であるのはln,Snで,とくに遠が根鉱山産
 のものは0.n%Inに達し,わが国最高の値を示した。両者とも恵比寿一遠が根鉱化帯の各鉱山産
 のものが顕著に高く,同時に行った飯地鉱化帯のものとは明瞭な差が認められた。
 第6章八百津鉱化帯は苗木地方顯南縁の北山に露出する黒雲母花崗岩株を中心として発達する
 一連の鉱脈鉱床群からなり,銀地鉱化帯は苗木花崗岩体の商館延長部に相当する霞吉岩体の北端を
 中心とする高温交代鉱床群で構成されている。
 八百津鉱化帯では北山岩株を中心に含銅磁硫鉄鉱脈から閃亜鉛鉱脈鉱床に至る帯状分布の傾向が
 認められるが,恵比寿一遠が根鉱化帯ほど明瞭ではない。本鉱化帯から産する硫化鉱物は,Ou-
 Zn-Fe-S系鉱物の美麗な離溶共生組織が普通に観察され,とくに大平鉱床で著しい。
 飯地鉱化帯は高温交代鉱床で特徴付けら鵡恵比寿一遠が根鉱化帯とは鉱床型式鉱物組合せ,
 微量成分の挙動などで別の系列に属することをあきらかにした。
 第7章本章では苗木地方の鉱化作用,とくに鉱物共生関係と鉱液の性質について考察した。
 恵比寿一遠が根鉱化帯ではペグマタイトから中温熱水性銅一亜鉛鉱床まで完全に鉱液が分化し,移
 化する関係をあきらかにで恵たが,鉱物共生関係から5鉱化期に区分され,主な晶出鉱物は次のと
 誇りである。i)ペグマタイトー晶線期:苗木石1モナズ石を始めとする多数のペグマタイト鉱物。
 黄玉,FeO-AI20rSlO2系鉱物など,2)グライゼン期:鉄リシや雲鶴白雲母,黄玉螢
 石が主体,錫屑鉄マンガン重石モナズ石。3)熱水期1:錫有鉄マンガン重石1自然蒼鉛の
 主要鉱化期。モナズ腐灰重石,輝水鉛鉱黄玉,螢石も晶出。4)熱水期五二鉄マンガン重石1
 自然蒼鉛,砥鉄鉱の主要鉱化期。灰重石1硫砒鉄鉱螢石,燐灰石柘榴石を伴う。5)熱水観血
 :慌化鉱物の主要鉱化物,初期に磁鉄鉱と硫砒鉄鉱次いで磁硫鉄鉱黄銅鉱,閃亜鉛鉱,黄鉄鉱,
 方鉛鉱,螢石が贔出,黄錫鉱,輝蒼鉛鉱も本期に共生。
 鉱液中に牽ける元素の挙動について考察した結果は次のようである。1)ペグマタイトー晶線期
 :初期に希土類,U,Th,Zr-Hf群が濃集,漸次F,Be,Liなどの揮発性成分とSが富化す
 る。2)グライゼン期と熱水期1:ペグマタイト期の鉱液の性質が継承さ鵡揮発性成分と希土類
 に富み,Sn,W,Bi,Fe,Mnが濃焦する。3)熱水期∬:S鷺,W,恥を主体とする気成一高
 温熱水期と典型的な中温熱水期と考えられるOu』Znの鉱化作用(熱水期皿)との中間的性質を反
 映し,複雑で変化に窟む。この時期にむける鉱液は,Sn,W,B量などの衰退とともにAs,Feが
 異常に濃集し,次いでSが漸増するようになり,熱水一期贋に移化してゆく。熱水期沮:硫化鉱物の
 贔出期で,G凝,Zn,Pbが濃集する。この時期にSnとUが再びあらわれる。本期の生成温度は
 300～35G℃と推定される。また,恵比寿一遠が根鉱化帯ではペグマタイト期から熱水期皿までF
 鉱物が存在し,本鉱化帯を特徴付けているとともに鉱化剤として重要な役割を演じていることを指
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 第8章本章では苗木地方を鉱床学的に総括し,さらに各鉱化帯の鉱床進化経路を明らかにした。
 鉱床の生成区と生成規構造運動,火成活動,変成作馬の時期などと関連し,本地方の鉱床群を
 苗木鉱床区と呼称することを提唱し,地質構造区分上西南日本内帯に分布する他地方の金属鉱床群
 と比較検討を行った。この結果,苗木鉱床区は,白亜紀末の酸性火成岩類に関連する大鉱床区とし
 ての西南日本内帯鉱床区の集大成と見倣すことができ,苗木鉱床区に齢ける諸問題の解明は,茜南
 日本内帯鉱床区全体の解決に重要な役割を果すものと考えられる。
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論文審査要旨
 五十嵐俊雄提出の学位論文は"苗木地方の鉱床学的研究"と題し,355枚からなり,その中に附
 図45,附表36,写真108を含んでいる。
 岐阜県の東部にある落木地方はペグマタイトの産地として古くから有名であるがンそのほか砂錫
 を主鉢とする漂砂鉱床とタングステン,ビスマス,砒素,鍋亜鉛等の多数の高温性鉱床が分布し
 わが国での1つの特徴ある鉱床区を形成している。五†嵐俊雄は1954年以来本地方の地質学的鉱
 床学的研究に従事し,その地質地質構造鉱床帯,『鉱床かよび鉱石の性質を明らかにし本地方
 の一連の鉱化作用の機構と特性を解明している。
 苗木地方を構成する岩石は,流紋岩瓶花崗斑岩黒雲母花崗岩などの酸性火成岩と古生層,
 中生層,新第三紀層からなる。酸性火成岩類は白亜紀末に寿げる領家帯外縁部の火成活動の一濃を
 なすもので,とくに最終段階に遜入した黒雲母花崗岩(苗木花崗岩)は揮発成分に富む特徴を有し,
 各種鉱床の生成に密接な関係がある。
 本地方の主要な地質構造線は,!V刃一S罪,ノV彬一SE,E-W系の3方向に発達し,前2者は,
 広域の地質構造を規制し,E一斑系は副次的に形成された弱線群である。本地域の鉱床生成にもっ
 とも関係が深いのはE-W系の弱線系である。
 苗木地方に分布する鉱床は,恵比寿一遠が根鉱化篇八百津鉱化帯,飯地鉱化帯の3つに分帯で
 きる。恵比寿一遠が根鉱化帯は笛木花崗岩体を中心に典型的な鉱床の帯状配列が認められ,内側か
 ら次の4帯に分帯できる。
 1.ペグマタイトー晶線一漂砂鉱床帯一2、錫一夕ングステンービスマス鉱床帯3.タングステ
 ンービスマスー・砒素鉱床帯4.銅矛亜鉛帯
 五十嵐はこの鉱化帯に属する21の鉱床について詳しく研究し,とくにグライゼン化作用の変化を
 明らかにし,また砒鉄鉱,黄錫鉱コフィン石などの新産鉱物を一見出している。凌た各種の硫化鉱物
 の離溶共生組織を顕微鏡により検討し,黄銅鉱一閃亜鉛鉱閃亜鉛鉱一黄銅鉱一磁硫鉄鉱閃亜鉛
 鉱横銅鉱日黄錫鉱,黄銅鉱一閃亜鉛鉱輝蒼鉛鉱¢顕著嫌置織を見鵡じている。次に閃亜鉛鉱,磁硫鉄鉱,硫砒
 鉄鉱ヰの微量成分を検出し,その挙蜘いて検'討を行い,閃亜鉛鉱から検出されたもののうち鋸ln冷よびSuが特徴
 的で,とくに速力根鉱山産のものはαn%の工nを含有することを明らかにし亡いる。
 八百津鉱化帯は苗木地方西南縁の北山に露出する黒雲母花崗岩岩株を中心として発達する一連の
 鉱脈鉱床群で,飯地鉱化帯は苗木花嵐岩体の南頭延長部に相当する日吉岩体の牝端を中心とする高
 温交代鉱床群で構成されている。
 苗木地方の鉱化作胴は,1.ペグマタイトー晶線期:苗木石,モナズ石,黄玉を主とするペグマタイ
 イト期で初めに希土類,U,Zr,漸次F,Be,Llなどと8nが窟化する。2.グライゼ鴻1:鉄リシや雲母,
 白雲母,黄玉,螢石を主とする。3.熱水期1:錫石,鉄マンガン重石,自然蒼鉛を主とする気成一高
 温熱水期,4.熱水期豆:鉄マンガン重石1自然蒼鉛,砒鉄鉱を主とする高温熱水期5、熱水期皿:
 硫化鉱物の主要鉱化期で初期に磁鉄鉱,硫砒鉄鉱,次いで磁硫鉄鉱黄銅鉱,閃亜鉛鉱黄鉄鉱,
 方鉛鉱などの晶出する中熱水期の5期に分力れて各鉱物が生成する過程を詳細に解明している。
 従来苗木鉱床区は,ペグマタイトかよび錫タングステンの鉱床地帯として著名であったが,五十
 嵐俊雄は最近の地質学諭よび鉱床学の知識をよく咀嚼し,ペグ々タイトから熱水期にいたる一連の
 鉱化作用を解析し,本地域の火成活動,構造運動,鉱化作用の関係とその特徴を明らかにしており,
 鉱床学上に多くの知見を加えている。
 また,参考論文は本邦のウラン鉱床に関する論文10編と非金属鉱床に関する論文4編からなり,
 何れもすぐれた研究と認められる。
 よって審査員一同は五十嵐俊雄提鵬の論文に,理学博士の学位論文として合格と認める。
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